
「平成28年熊本地震」
私たちは忘れない！！
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   議Ҋに します 
 
 

 
　

施
設
完
成
後
の
入
り
込
み
客
数
は
ど

れ
く
ら
い
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　

平
成
26
年
度
の
国
へ
の
ਃ

時
に
お

い
て
は
、
平
成
25
年
度
本
市
へ
の
観
光
入
り

込
み
客
数
1
3
7
万
人
を
1
5
0
万
人
に
増

加
さ
せ
、
施
設
単
体
と
し
て
は
年
間
34
万
人

1
日
当
た
り
約
9
3
0
人
の
来
場
者
数
を
見

込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
ࣳ
化
に
よ
り
使

用
料
が
現
在
の
5
ഒ
と
な
る
が
、
そ
の
ࠜ
ڌ

は
。

　

今
回
整
備
す
る
サ
ッ
カ
ー
場
は
現
時

点
で
最
上
ڃ
の
人
工
ࣳ
を
࠾
用
し
、
+
'
"

公
認
を
受
け
る
予
定
で
す
。
施
設
の
質
が
֨

段
に
向
上
し
、
շ
ద
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
提

供
で
き
ま
す
。
他
の
自
࣏
体
の
類
ࣅ
施
設
の

料
金
と
ほ
ぼ
同
一
の
料
金
設
定
と
し
て
い
ま

す
。

ܦ
ࡁ
ৼ
ڵ
෦
ॴ


　

̟
A
あ
ま
く
さ
研
修
施
設
工
事
補
助

金
の
目
的
と
内
༰
は
。

　

ミ
χ
ト
マ
ト
栽
培
の
৽
た
な
担
い
手

を
育
成
す
る
研
修
施
設
を
建
設
す
る
も
の
で

国
の
補
助
が
45
%
、
天
草
市
が
15
%
、
上
天

草
市
が
�
・
5
%
の
2
4
7
万
5
、
0
0
0

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ى
業
立
地
ଅ
進
及
び
雇
用
ଅ
進
事
業

補
助
金
の
内
༰
及
び
補
助
先
は
。

　

ا
業
等
の
設
備

資
を
ଅ
進
す
る
こ

と
で
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る
事
業
で
、
Ϣ

χ
テ
ク
ϊ
（
ג
）
天
草
事
業
所
が

下
ݻ
定

資
産
総
額
3,
6
7
0
万
円
、
৽
規
雇
用
者

16
人
と
な
っ
た
こ
と
で
ਃ

さ
れ
、
補
助
額

は
2
0
0
万
円
で
す
。
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し·͢ɻࡌ
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খ
中
学
校
空
調
設
備
設
置
の
今
後
の

計
画
及
び
全
体
の
予
算
規
模
は
。

　

খ
学
校
は
平
成
31
年
度
に
実
施
設
計

を
行
い
、
平
成
32
年
度
か
ら
設
置
。
中
学
校

は
平
成
30
年
度
に
実
施
設
計
を
行
い
、
平
成

31
年
度
か
ら
設
置
し
て
い
く
予
定
で
す
。
予

算
規
模
は
খ
学
校
で
約
3
億
円
、
中
学
校
で

約
2
億
円
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

݈
߁

ࢱ
෦
ॴ


　

大
矢
野
宮
津
地
区
複
合
η
ン
タ
ー

（
Ծ
শ
）
は
、
老
人
福
ࢱ
η
ン
タ
ー
と
図
書

館
を
建
設
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
が
完
成

後
の
管
理
、
運
営
方
法
の
計
画
は
。

　

老
人
福
ࢱ
η
ン
タ
ー
部
分
に
つ
い
て

は
指
定
管
理
者
に
よ
り
、
図
書
館
に
つ
い
て

は
市
内
3
カ
所
の
図
書
館
と
同
様
に
直
営
に

よ
り
管
理
運
営
を
行
う
予
定
で
す
。
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次
の
4
名
を
人
ݖ
༴
護
委
員
の
候
補
者
と

し
て
推
ન
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
提
案

の
と
お
り

ਃ
し
ま
し
た
。
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ࢍ ൱ ද 　֤議Ҋͳどについて、֤議һが「ࢍ」「ର」のどちらであͬたか、

Լهのとおりެදします。
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ୈ�߸

ຊに֩ฌࢭېثͷ
ௐҹΛٻΊΔҙݟॻఏग़ͷ

おئいͷئ
࠾ øûŋ÷ ˓ ˓ ˓

ܽ

һ
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ɹ
ୈ�߸

ฏ���݄ఆྫձにͯ
ئୈ�߸࠾さΕ͕ͨ
ͦͷޙվળ͕ແいࣄに

ͭいͯͷ
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にΑΔܽһɹʵٞআくࢮ�ɹ˔ରɹܽһࢍ˓

中に్ظるฏ29年12月4日、௨ӳത議һがڈ　

。੦͞れましたٸ͝

　旧大矢野町࣌から૯務ৗҕһͳどとして׆༂。߹

ซޙもఱ広Ҭ連߹議会議һ、議会ӡӦҕһを務め、ຊ

年5月からは૯務ৗҕһとして、ࢢ議

会ٴびࢢのൃలに͝ਚྗ͞れました。

　ここにۘんで້͝をおفりいたします。

ᨁɹใ
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ͷక݁にͭいͯܖෛࣄ
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Մܾ
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ɹ˔ରɹʵٞআくࢍ˓

会࣌ྟ
ɹ��݄��にྟ࣌ձ͕։࠵さΕɺઐܾॲͷঝೝ�݅ɺٞ
Ҋ�݅Λ৹ٞしݪҊͷͱおΓՄܾɾঝೝし·しͨɻͦͷ΄͔
ใ͋݅�͕ࠂΓ·しͨɻ

˓ঝೝୈ�߸ɹઐܾ処分のใࠂ及びそのঝೝをٻΊる͜とについて
ʢ平成2�年度上天草市一般ձ計ิ正༧ࢉʢୈ�߸ʣʣ

　ฏ29年10月22日ࣥߦのୈ4�ճऺ議Ӄ議һ૯બٴڍびୈ24ճ࠷高ࡋॴࡋࠃ民৹ࠪ
にかかるܦඅ1�32ສԁ。
　બڍのたびに旧দౡிࣷにϓϨϋϒを設ஔ͞れているが
。うํ๏はͳいのかをݐଘのط　　
　ࢦޚఠのについてはબڍཧҕһ会にใࠂしたいとࢥいます。

˓ใࠂୈ12߸ɹઐܾ処分のใࠂについて
ɹʢղ及びଛഛঈֹのܾ定についてʣ
　ฏ29年9月3日に্ఱࢢদౡ町のࢢಓಓఴઢにおいてൃ生したं྆ଛյ事ނにؔし、ฏ
29年10月16日にઐܾॲをߦい、ं྆のॴ༗ऀとଛഛঈのֹをܾఆしたもの。

˓議Ҋୈ��߸ɹ財࢈のऔಘについて
　ఱ࢛ϝモϦΞϧϗʔϧのలࣔのॆ࣮をਤるため、ఱࢢのαンλϚϦΞؗのऩଂを
取ಘするもの。
　උ、୯Ձをೖれるௐࠪ、ܾఆまでのϓϩηεについて。
　ఱ࢛ϝモϦΞϧϗʔϧలࣔධՁҕһ会を設ஔし、ධՁҕһ3໊にΑるݸผධՁを࣮

議をし、3人のධՁのڠऴ࠷にҕһ3໊のධՁ内༰についてޙผධՁऴྃݸ。しましたࢪ
ฏֹۉをࢉग़して、ͦのֹをධՁֹとしてܾఆしました。

˓議Ҋୈ��߸ɹ事ෛܖのక݁について
　দౡ૯߹ӡಈެԂ্ٕڝ場人ࣳվम事にかかる負ܖ約をక݁するもの。
163約ֹۚ1ԯ6ܖ　ສ5046ԁ
　事ؒظ中άϥンυは༻で͖ͳいが、
。中はどうͳるのかؒظ事。のར༻ऀのྃղはࡏݱ　　
　体ҭڠ会のछڠ会、֤ஂ体にઆ໌はしています。
。いますࢥれると͞༺中は΄かの場ॴをؒظ事　　
　+7の事લ৹ࠪܕにはزつखがڍがͬたのか。
　ࢀՃをද໌͞れたのは4ۀا体です。
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ɹܾࢉಛผҕһձにୗさΕͨҰൠձٴܭͼಛผձܭにͭいͯɺ
ฏ����݄��͔Β��·Ͱ৹ࠪΛߦい·しͨͷͰɺͦ
ͷ݁ՌΛใࠂし·͢ɻͳおɺ��݄ఆྫձにおいܾͯ࠾ͷ݁Ռɺ
શձҰகͰೝఆさΕ·しͨɻ

ɹࠪҕһ͔Βࢢ͔Β৹ࠪͷͨΊにさΕ֤ͨձٴܭͼۚجͷӡ༻ঢ়گにͭいͯ৹ࠪ
しͨ݁Ռɺ๏ྩに४ڌしͯ࡞さΕͯおΓɺؔॾாͱর߹しɺޡΓͷͳい
ͷͱೝΊΒΕͨͱઆ໌͕͋Γɺͦͷߦࣥޙ෦͔ΒҰൠձٴܭͼ�ͭͷࡀೖࡀग़ͷ߹ֹܭɺ
ຊࢢͷࡒঢ়گにͭいͯઆ໌͕͋ͬͨɻࡒঢ়گにͭいͯɺࢢ੫Λ͡Ίͱ͢Δࣗओ
Ͱ͋Γɺگೖ૯ֹͷ�ׂΛΊΔํަ੫にେ͖くґଘしͯいΔঢ়ࡀにしくɺݯࡒ
গݮఆԽにΑΔํަ੫ͷࢉにී௨ަ੫ͷ�ຊߋԽɺྸߴࢠগগݮޱਓޙࠓ
にいɺࡀೖͷݮগ͕ࠐݟ·ΕΔ͜ͱ͔ΒɺҾ͖ଓ͖ɺࣗओݯࡒͷ֬อͱࡀग़ݮにΑ
ΔࡒӡӦͷ݈શԽにΊͯࢀΓͨいͱ૯ׅ͕͋Γ·しͨɻ

一般ձ計188ԯԁ 平
成
28
年
度

決
算
報
告

ଞ�ձ計をೝ定

ࠪ委員及びࣥ行෦Αり֓要આ໌

ओな৹議内༰

ҕһ　新༃࢘　　　　෭ҕһ　∁ڮ　݈

ҕɹһ　Լจએ　Կ　　宮Լণ子　ా中ສཬ　֞　ை　ౡాޫٱ　ా中ୢ

࣭ٙɿूམαϙʔτϓϩδΣΫτۀࣄҕୗྉに
ͭいͯɺۀࣄͷ࣮ࢪঢ়گɺޮՌɺ՝
Ͳ͏ͳͬͯいΔ͔ɻ

ճɿݝのҕୗ事ۀであり、日ৗ生ࢧ׆援ͳど
のूམの維ੑ׆࣋Խにࢿする取り組みを
であり、ҠಈൢചंにΑるۀ援する事ࢧ
৯ྉ日༻のൢച、高ྸऀ༻αϩン
の開࠵にΑる高ྸऀのݟकり׆ಈを࣮ࢪ
していてങいऑऀのղফにҰఆのޮՌ
が্がͬている。՝は、Ҡಈൢചは広
ൣғͳ地Ҭを८ճするため、ܦඅがか͞
Ήこと、ൢചྔもݶられていることから
事ܧۀ続のためにඞཁͳ事ۀऩӹの֬อ
がඞཁと͑ߟています。

࣭ٙɿࢢӦॅ༻ྉۚऩೖະֹࡁにͭいͯɺ
ೲͷճऩにͨͬͯͲͷΑ͏にऔΓ
·ΕͯいΔͷ͔ɻ

ճɿࢢӦ住Ո納ཧ事務ॲཧཁߝにج
。ていますͬߦ͖ͮ

࣭ٙɿ৬ࣅٙۀମݧγεςϜߏஙҕୗྉにͭい
ͯɺ׆༻ঢ়گɺޮՌͷূݕͯͬߦいΔ
ͷ͔ɻ

ճɿւӡࣅٙۀ体ݧγεςϜߏஙҕୗྉにつ
いては、地ํ生ՃԽަۚを׆༻し
、しࢪを࣮࠲ߨでग़લߍの中ֶߍ内の2ࢢ
ւӡۀ、্ఱのۀ࢈についてհを
については、ຊূݕいました。ޮՌのߦ
年3月にಋೖしたこともあͬてޮՌূݕ
までにはͬࢸていͳいがγεςϜをޮՌ
తに׆༻するため、ւӡۀの 13のみͳ
らͣ、ࢢ内ۀاの৬場෩ܠのಈըを࡞
し、ۀاհπʔϧとして׆༻するͳど
෯広いར༻をͬߦています。

࣭ٙɿܟิࣄߦॿۚにͭいͯɺܟձͷࢀ
ՃऀѲしͯいΔͷ͔ɺ·ͨෆࢀՃ
ͷํଟくいΔͱ͕͏ࢥɺࢢຽ͔ΒͲ
ͷΑ͏ͳҙ͕ͯͬڍ͕ݟいΔͷ͔ɻ

ճɿܟߦ事࣮ߦҕһ会から࣮ใࠂॻをج
にѲしています。ࢢ民からのҙݟに
ついてはڍがͬていͳいঢ়گにあります。

ʬ૯ا画෦ॴ管ʭ

ʬݐ設෦ॴ管ʭ

ʬࡁܦৼڵ෦ॴ管ʭ

ʬ݈߁ࢱ෦ॴ管ʭ
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ࢠमͷ༷ݚͰͷࢢլݹ˛

楊
ヤンピョン
平郡視察

議会運営委員会視察

ɹฏ����݄��ʢۚʣʙ��ʢʣにؖࠃɾ༶ฏ
し·しͨɻࢹΛ܊

ฏ����݄�ʢ݄ʣʙ�ʢՐʣ
Ԭݝɺ͏ ͖ٞࢢձͱݹլٞࢢձΛࢹし·しͨɻ

　ຊࢢが༑好ࢢఏܞをࢦしているؖࠃの༶ฏ܊に
कをは͡め、地Ҭ܊、地ではݱ。をしましたࢹ地ݱ
のํʑからܴをडけ、ॆ࣮したࡾ日ؒをա͝すこと
がで͖ました。
　地Ҭͮくりの取り組みΠνϣがݟ事ͳཾࢁ、
ϔϧεπΞʔ、ຊࢢとಉ͡くඋがਐんでいる人ࣳ
のαοΧʔ場ͳどをࢹし、εϙʔπのৼڵ、๛か
ͳࣗવ境を生かしたۀޫ؍ৼڵにྗ͞れてい
ると͡ײました。
んでަࠐ͖רけて、民ؒもక݁にࢢ༑好、ޙࠓ　
ྲྀՄͳ野のݕ౼をߦわれるとࢥうが、ҰาҰา
࣮֬に৴པؔをஙいていくඞཁがあるとࢥいました。

　2016年શࢢࠃ議会議会վֵௐࠪτοϓ300にೖͬている、ݹլࢢ議会ʢશ49ࠃҐ、九भ1Ґ、人ޱ
5�959人ʣと人ޱがൺֱతۙいう͖はࢢ議会ʢશ226ࠃҐ、九भ16Ґ、人29ޱ509人ʣ。ちͳみに্
ఱࢢ議会はϥンΫ֎で۽ຊݝでは۽ຊࢢ議会がೖͬています。
議会ࢢし、্ఱࢹの「ඪ४తͳ議会ӡӦ」と「ಛతͳ議会վֵ」をࢢमతは議会վֵઌਐݚ　
との相ҧをূݕし、ޙࠓの議会ӡӦɾ議会վֵに生かすためです。

うきは市議会

古賀市議会

　Ұ൪ڻいたのは議һ年ྸผで60ࡀʙ69ࡀが9
人で、�0ࡀҎ্が6人。ࢲたちの࣭にରし、
΄とんどを�4ࡀのظ�の議һ͞んが͑てԼ͞
いました。議会վֵಛผҕһ会ʢશ議һʣでڠ議
し、議໊でҰൠ࣭のࢢหॻʢॳճʣの事
લをࣥߦ෦にґཔしているという事でした。
ਂい議をするҝにඞཁかͳとࢥいました。
　また、ิॿۚのަஂ体のһबについて
は、議会からはग़͞ͳいこととするという事であ
りました。議会ௌのҊ内はબڍཧҕһ会がߦ
い60੮のௌ੮は毎ճຬ੮とのことでした。

　九भでҰ൪議会վֵがਐんでいる議会として֤地の議会からݚࢹमが多く、2015年14ࢢ議会、
2016年13ࢢ議会、201�年が༧ఆをؚめて࣌ݱで16議会。্ఱࢢ議会جຊྫにͳいࡦਪ
ਐ会議が、ݹլࢢ議会جຊྫのୈ5ষにあり、ୈ13に議会はࢢにؔしてॏཁͳものについては、
議һؒでڞ௨ೝࣝٴび߹ҙܗをਤり、ཱࡦҊをਪਐするため、ࡦਪਐ会議を開࠵することがで
͖、ࡦਪਐ会議にΑりఏݴとして取りまとめたものについては、ࢢにใࠂすることがで͖ると
あります。
　্ఱࢢ議会では、ࡉ෦にͬࢸては、まͩまͩվֵす͖とこΖがあるという事がࠓճのݚࢹम
でわかりました。࣭ٙԠのあと議場をͤݟてもらいましたが、λϒϨοτを׆༻͞れておられモχ
λʔը໘がࣥߦ෦੮のํޙに2あり、શ議ҊԡしϘλンࣜのදܾでわかりすく、ຢҰൠ࣭のࢿ
ྉもը໘にөしग़͞れるという事でありました。ࢴをわͳいという事でඅ༻の໘でも҆く͑る
ことがで͖るという事でした。
　議会ӡӦҕһ会としましては、ॳめてのݚࢹमでしたがվֵすることが͑ݟて͖たという事で大
͖ͳՌがあͬたとࢥいます。

˛༶ฏٞ܊Ͱ

ʪऀࢹʫ
ɹాதୢɹ௨ӳതɹౢݩल࢘ɹݪ܂ઍ
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上
天
草
市
議
会
ৗ

ҕ
һ
ձ

　

ୗ
͞
Ε
ͨ
議
Ҋ
に
つ
い
て
৹
ࠪ
Λ
ߦ
い
·
し

ͨ
Ố
ͦ
の
ܦ
ա
、
ฒ
ͼ
に
݁
果
に
つ
い
て
ใ
ࠂ
し

·
͢
Ố前

島
観
光
ڌ
点
施
設

例
の
制
定
に
つ
い
て
。

観
光
交
流
活
性
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

管
理
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
予
定
で

あ
り
、
12
月
議
会
終
了
後
に
指
定
管
理
候
補
者
の

ื
集
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
平
成
31

年
4
月
Φ
ー
プ
ン
に
向
け
て
市
と
管
理
者
に
お
い

て
運
営
内
༰
等
に
つ
い
て
の
協
議
を
進
め
て
行
く

予
定
で
あ
り
ま
す
。

࠵
物
・
物

の
展
ࣔ
等
又
は
物

の
ൢ
ച
等
を

行
う
場
合
の
使
用
料
、
1
日
に
つ
き
1
平
方

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
5
円
に
つ
い
て
の

ห
が
あ
っ

た
。
非
常
に
安
く
感
じ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
運
営
し
て
い
く
の
か
。

基
本
的
に
ࣳ
生
広
場
、
に
͗
わ
い
広
場
の
使
用

料
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ͧ
れ
の
面
ੵ
に
使

用
料
を
か
け
て
算
出
し
、
支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

使
用
す
る
場
合
は
ࣳ
生
広
場
や
に
͗
わ
い
広
場

全
体
を
आ
り
て
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

運
用
面
で
様
々
な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
が
、

基
本
的
に
は
全
体
を
आ
り
て
い
た
だ
く
こ
と
を

想
定
し
て
い
ま
す
。
Ծ
に
イ
ベ
ン
ト
の
規
模
が
খ
さ

く
、

分
を
利
用
し
た
い
ࢫ
の
希
望
が
あ
っ
た
場
合

は
、
指
定
管
理
者
と
の
協
議
に
よ
っ
て
決
定
す
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
ॊ
ೈ
に
対
応
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

˔
係
ཹ
施
設
に
つ
い
て
は
、
一
時
的
な
場
合
の

利
用
を
想
定
し
て
い
る
と

ห
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
判
断
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
る
。
最
初
は
厳
し
く
運
営
し
て
い
て
も
、

年
月
が
経
つ
に
つ
れ
て
2
、
3
日
係
ཹ
す
る

事
例
が
発
生
す
る
ڪ
れ
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
で
、
取
り
決
め
な
ど
を
十
分
整
備
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事
業
に
つ
い

て
。

本
市
の
防
災
ア
φ
ロ
グ
無
線
は
合
併
前
か
ら
旧

4
町
ご
と
に
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
無
線

通
信
規
ଇ
が
改
正
さ
れ
、
日
本
に
お
い
て
も
平
成
1�

年
度
に
関
係
省
ྩ
等
を
改
正
し
て
い
る
が
、
平
成
15

年
度
に

भ
総
合
通
信
ہ
か
ら
今
後
の
ア
φ
ロ
グ
で

の
整
備
は
認
め
ら
な
い
ࢫ
の
通
知
が
あ
り
、
市
で
整

備
を
行
う
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
ৗ

ҕ
һ
ձ

��݄��

ٞ
Ҋ
ୈ
�8
߸

্
ఱ

市
લ
島
؍
ޫ
ڌ

ࢪ
設

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ

ྫ
ͷ
੍
ఆ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ٞ
Ҋ
ୈ
�0
߸

ฏ

2�


্
ఱ

市
Ұ
ൠ
ձ
ܭ

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ิ
ਖ਼
༧
ࢉ
ớ
ୈ
8
߸
Ờ
ॴ

部


可
決
可
決

可
決
可
決
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ୗ
͞
Ε
ͨ
議
Ҋ
に
つ
い
て
৹
ࠪ
Λ
ߦ
い
·
し

ͨ
Ố
ͦ
の
ܦ
ա
ฒ
ͼ
に
݁
果
に
つ
い
て
ใ
ࠂ
し
·
͢
Ố

̟
A
あ
ま
く
さ
研
修
施
設
建
設
工
事
補
助
金
に

つ
い
て
、
補
助
金
の
額
が
天
草
市
の

額
と

な
っ
て
い
る
が
、
算
定
ࠜ
ڌ
は
。

当
初
は
̟
A
か
ら
、
天
草
市
と
同
額
の
補
助
金

の
要
求
が
あ
り
ま
し
た
が
、
利
用
ස
度
や
ঈ
٫

資
産
の
割
合
な
ど
を
考
慮
し
て
、
天
草
市
の

額

と
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

現
在
応
ื
が
あ
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
全
体
の

ื
集
人
数
は
。

̟
A
よ
り
ื
集
人
員
は
4
名
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
現
在
2
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

本
市
は
応
ื
が
ま
だ
な
い
と
聞
い
た
が
、
水
ߞ

栽
培
は
ല
大
な

資
が
か
か
る
う
え
、
2
年
間

学
ん
で
、
施
設
を
つ
く
り
、
農
業
を
始
め
た
後
の
支

援
等
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

৽
規
ब
農
者
と
な
っ
て
い
た
だ
く
と
、
国
か
ら

年
間
1
5
0
万
円
の
交
付
金
が
あ
る
の
で
活
用

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ब
農
後
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
県
、

県
農
業
振
ڵ
課
、
農
業
委
員
会
、
̟
A
も
含
め
た
と

こ
ろ
で
、
チ
ー
ム
を
作
っ
て
い
ま
す
の
で
、
৽
規
ब

農
者
に
対
し
て
は
、
毎
年
2
回
か
ら
3
回
程
の
面
接

を
し
な
が
ら
、
経
営
状
況
の
把
握
や
༥
資
の
相
ஊ
な

ど
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
引
続
き
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ྛ
道
東
浦
大
作
ࢁ
線
Ψ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
工
事

に
つ
い
て
、
1
カ
所
で
24
̼
な
の
か
。
ま
た
今

回
、
区
長
か
ら
の
要
望
が
あ
っ
て
い
る
の
か
。

1
カ
所
24
̼
で
あ
り
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

1
月
19
日
付
け
で
、
大
作
ࢁ
の
区
長
か
ら
要
望

が
あ
っ
て
お
り
、
危
険
で
あ
る
た
め
、
今
回
対
応
し

ま
す
。上

東
ഉ
水
機
場
Ծ
設
ి
気
基
盤
設
備
に
つ
い
て
、

今
後
、
保
険
な
ど
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
。特

घ
な
設
備
で
あ
る
の
で
、

地
改
良
連
合
会

な
ど
に
相
ஊ
し
、
可
能
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
確
認
を
取
っ
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

災

発
生
時
等
は
ఀ
ి
す
る
が
、
予
備
発
ి
機

は
備
え
付
け
て
あ
る
の
か
。

予
備
発
ి
機
は
備
え
付
け
て
い
る
の
で
、
ఀ
ి

時
は
発
ి
機
で
運
転
し
ま
す
。
ま
た
農
ྛ
水
産

省
所
管
で
整
備
し
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
全
て
予
備

発
ి
機
は
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

上
天
草
市
ا
業
立
地
ଅ
進
及
び
雇
用
ଅ
進

例

に
基
づ
き
、
補
助
を
す
る
と
思
う
が
、
今
回
、

16
名
の
雇
用
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

今
回
の
補
助
の
基
点
と
な
っ
た
の
が
、
平
成
2�

年
度
か
ら
の
増
設
と
৽
規
雇
用
を
増
や
す
取
り

組
み
が
行
わ
れ
た
事
が
対
象
で
あ
り
ま
す
。
平
成
2�

年
度
に
市
内
ډ
住
者
16
名
の
雇
用
が
あ
っ
て
お
り
、

今
年
度
16
名
の
雇
用
が
あ
っ
た
༁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

経
済
建
設
ৗ

ҕ
һ
ձ

��݄��

ٞ
Ҋ
ୈ
�0
߸

ฏ

2�


্
ఱ

市
Ұ
ൠ
ձ
ܭ

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ิ
ਖ਼
༧
ࢉ
ớ
ୈ
8
߸
Ờ
ॴ

部

可
決
可
決
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ୗ
͞
Ε
ͨ
議
Ҋ
に
つ
い
て
৹
ࠪ
Λ
ߦ
い
·
し

ͨ
Ố
ͦ
の
ܦ
ա
、
ฒ
ͼ
に
݁
果
に
つ
い
て
ใ
ࠂ
し

·
͢
Ố子

供
会
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
利
用
に
つ
い
て
、
৽

料
金
に
な
っ
た
場
合
、
減
免
は
ど
の
ぐ
ら
い
に

な
る
の
か
。


額
に
減
免
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
以
߱
は
ച
り
上
げ
の
料
金
が
上
が
る
と

見
込
ま
れ
る
が
、
指
定
管
理
者
制
度
の
ܖ
約
内

༰
は
同
じ
か
、
も
し
く
は
内
༰
を
ਫ਼
査
し
て
変
ߋ
す

る
の
か
。

1
年
間
は
収
支
の
様
子
を
見
て
、
そ
の
後
指
定

管
理
者
と
の
協
議
の
上
で
指
定
管
理
費
等
は
設

定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
来
年
度
の
委
託
料
は
同

額
で
考
え
て
い
ま
す
。

˔
管
理
費
が
足
り
な
く
な
っ
た
場
合
は
補
正
予

算
等
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、

完
成
後
の
1
年
間
の
利
用
状
況
や
合
宿
等
で

の
周
囲
の
ཱྀ
館
の
利
用
状
況
な
ど
の
説
明
資

料
の
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

大
矢
野
宮
津
地
区
複
合
η
ン
タ
ー
設
計
委
託
料

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
建
設
に
か
か
る
総
事

業
費
は
い
く
ら
か
。

総
事
業
費
は
概
算
で
約
10
億
1,
2
0
0
万
円

で
あ
り
ま
す
。

౬
島
学
校
用
地
の
り
面
่
յ
に
か
か
る
補
ঈ
金

は
市
の
災

補
ঈ
の
保
険
金
な
ど
か
ら
充
て
ら

れ
る
の
か
。

補
ঈ
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
熊
本
県
町
村
会

の
総
合
ഛ
ঈ
保
険
で
賄
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

平
地
区
ഉ
水
管
工
事
負
担
金
に
つ
い
て
、
ご

み
ম
٫
場
建
設
時
か
ら
の
こ
と
だ
と
思
う
が
、

い
き
さ
つ
は
。

ご
み
ম
٫
場
建
設
に
伴
い
、
地
元
の

平
地
区

と
天
草
広
域
連
合
と
の
間
で
地
域
振
ڵ
策
の
֮

書
が
交
わ
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ి
力
が
不
足
す
る
の
で
、
能
力
が
大
き
い
も
の

に
組
み
替
え
る
と
い
う
こ
と
だ
が

護
学
校
は

対
象
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
が
こ

こ
ま
で
の
༰
量
の
増
加
が
必
要
に
な
る
の
か
。

2
機
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
、
1
機
は
ҩ
ྍ

機
ث
や
ප
Ӄ
内
、
1
機
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
や

防
災
൶
な
ど
消
防
設
備
に
対
し
て
Ք
働
す
る
も
の
と

し
て
お
り
ま
す
。

จ
教
ް
生
ৗ

ҕ
һ
ձ

��݄��
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Ҋ
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市
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一般質問

12月定例会では12人の議員が一般質問を行いました。
ఔ ɹ໊ࢯ ࣭߲ࣄ Ұൠ࣭ಈը

��
　
／
　
��

ࢠԼণٶ

にͭいͯݥอ߁ຽ݈ࠃ�⾣

Ӧॅにͭいͯࢢ�⾣

ͷҠಈखஈͷ֬อにͭいͯऀྸߴ�⾣

�

ɹ݈ڮ∁ ⾣�্ఱͷޫ؍ઓུͱަ௨ौにͭいͯ �

ཹࢠ Խにͭいͯݝอͷಓࠃ�⾣ �

৽༃࢘

⾣�લౡ։ൃにͭいͯ

⾣�ീՍڮͱീߤ࿏ͱΫϧʔζધにͭいͯ

⾣�࠭ܯࡂռ۠Ҭにͭいͯ

�

��
　
／
　
��

Կɹ

ಓඋにͭいͯʢେொ্ɾத۠ʣࢢ�⾣

⾣�খௗٰ͕ਫಓにͭいͯ

⾣�খௗٰ͕ઢࢢಓฤೖにͭいͯ

�

ాதୢ
⾣�্ఱࢢখதֶۭߍௐઃඋͷઃஔにͭいͯ

Ռにͭい͕ͯͭܦͱしͯ�ࢢ�⾣
�

egao-29_p11-18.indd   11 2018/02/05   13:57:22
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��
　
／
　
��

ຊً ⾣�Լਫಓۀࣄにͭいͯ �

ઍݪ܂
⾣�ീఱՍڮにͭいͯ

⾣�ٞͰͷضࠃɾضࢢͷܝ༲にͭいͯ

��
　
／
　
��

֞ɹை

⾣�ւ؛ඬணॲཧରࡦにͭいͯ

ฤさΜҕһͷΧϥग़ுٙいͷௐࠪにͭい࢙ͯࢢ�⾣

⾣�ফɺॳظফՐରࡦにͭいͯ

⾣�গྸߴࢠԽରࡦにͭいͯ

ాதສཬ

⾣�Ֆͷ࢈্ఱࢢͷ໊Ξοϓに͚ͯ

⾣�ϑϥϫʔϩʔυʢେ෦Ҭಓʣͷ׆༻に

ͭいͯ

⾣�্ఱߍߴͷࢢॴ࠾༻にͭいͯ

⾣�খதֶߍͷΤΞίϯಋೖにͭいͯ

࢘लݩౢ
۠։ൃにͭいͯٶ�⾣

ͷᔱᕕにͭいͯߓɺߓړ�⾣

ౡాޫٱ

⾣�ूஂҠసॅͷݱঢ়ͱޙࠓͷରࡦにͭいͯ

⾣�ୈ࣍�ఱҬอ݈ҩྍܭըʢૉҊʣにͭいͯ

⾣�ୈظ�հޢอܭۀࣄݥըૉҊͷঢ়گにͭいͯ

　上天草市議会では、本会議の様子を、本会議終了後から市議会ホームページで配信しています。

　各議員の質問事項の横に一般質問の録画映像のホームページの2次元コードを掲載します。

　お手持ちのタブレット端末や、スマートフォンの専用アプリで、2次元コードを読み取ると、各議

員の一般質問の録画映像が御覧いただけます。

　注意（免責）事項に関しましては、下記ホームページに記載していますので、御視聴前に御一読く

ださい。

上天草市議会インターネット中継

URL:http://kamiamagikai.sakura.ne.jp

一般質問動画について

egao-29_p11-18.indd   12 2018/02/05   13:57:22
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宮
下　

市
営
住
宅
は
、
昭
和
40

年
代
建
設
が
42
棟
、
50
年
代
が
3

棟
で
全
体
の
�6
%
だ
。
改
修
は
ど

れ
ぐ
ら
い
進
ん
で
い
る
の
か
。

建
設
部
長　

平
成
29
年
度
ま
で

の
改
修
率
は
約
3�
%
と
な
る
見
込

み
で
す
。
今
後
は
、
平
成
35
年
度

ま
で
順
次
改
修
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

宮
下　
『
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計

画
』
で
は
、
立
て
替
え
予
定
と
あ

る
住
宅
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
。
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

建
設
部
長　

廃
止
の
方
向
に

持
っ
て
い
く
部
分
と
立
て
替
え
と

判
断
し
な
が
ら
、
今
後
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

宮
下　

ト
イ
レ
が
ま
だ
汲
み
取

り
の
ま
ま
の
と
こ
ろ
が
あ
る
。
立

て
替
え
の
計
画
が
無
い
の
で
あ
れ

ば
、
水
洗
化
に
早
く
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。
市
は
、
環
境
汚
染
対

策
で
合
併
浄
化
槽
に
補
助
金
を
出

し
て
推
進
し
て
い
る
。
矛
盾
し
な

い
の
か
。

市
長　

水
洗
化
率
を
高
め
て
い

く
の
は
行
政
の
役
目
と
思
っ
て
い

ま
す
。
公
営
住
宅
の
方
を
率
先
し

て
や
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
は

感
じ
て
い
ま
す
。

【
高
齢
者
の
移
動
手
段
に
つ
い
て
】

宮
下　

高
齢
者
が
運
転
免
許
証

を
返
納
し
た
場
合
の
支
援
は
。

総
務
企
画
部
長　

路
線
バ
ス
の

乗
車
割
引
き
制
度
が
あ
り
ま
す
。

宮
下　

上
天
草
市
は
、
公
共
交

通
に
頼
っ
た
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
は
な
っ
て
い
な
い
。『
乗
合
タ

ク
シ
ー
』
の
今
後
の
方
針
は
。

総
務
企
画
部
長　

1
人
乗
車
の

利
用
が
多
い
こ
と
か
ら
、
複
数
人

で
の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

宮
下　

他
に
対
策
は
考
え
て
い

る
か
。

総
務
企
画
部
長　
『
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
』
の
中
で
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
下　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用

は
。

総
務
企
画
部
長　

現
在
、
市
民

も
一
緒
に
使
え
る
『
混
乗
』
を
検

討
中
で
す
。

髙
橋　

上
天
草
市
に
お
い
て
近

年
、
観
光
客
の
増
加
を
目
的
と
し

た
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
て
い
る
。
同
時
に
週
末
等
の
渋

滞
も
慢
性
的
に
見
ら
れ
る
様
に

な
っ
た
と
思
う
が
、
具
体
的
な
対

応
策
を
市
と
し
て
考
え
て
い
る
事
、

ま
た
県
や
国
と
協
議
し
て
い
る
事

は
な
い
の
か
。

市
長　

上
天
草
市
の
国
道
、
県

道
に
つ
い
て
も
、
天
草
管
内
の
道

路
期
成
会
を
通
し
て
要
望
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
特
に
大
矢
野
町
の
国

道
の
渋
滞
対
策
に
つ
い
て
要
望
を

毎
年
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
現
実
的

に
は
生
活
道
路
と
重
な
っ
て
い
る

部
分
が
あ
っ
て
抜
本
的
な
対
策
が

出
来
て
い
な
い
と
言
う
の
が
現
状

で
す
。

髙
橋　

大
矢
野
町
の
国
道
の
2

車
線
化
を
私
は
強
く
希
望
す
る
が
、

こ
の
事
に
つ
い
て
国
や
県
と
具
体

的
に
協
議
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

の
か
、
ま
た
予
算
等
は
ど
れ
位
掛

か
る
の
か
試
算
等
は
な
さ
れ
て
い

な
い
の
か
。

建
設
部
長　

事
業
費
や
用
地
の

確
保
等
の
課
題
か
ら
現
在
は
具
体

的
な
検
討
は
し
て
い
な
い
と
聞
い

て
お
り
、
市
と
し
て
は
県
が
整
備

を
進
め
る
熊
本
天
草
幹
線
道
路
に

注
力
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

髙
橋　

大
矢
野
北
部
農
道
が
開

通
し
て
、
渋
滞
時
の
迂
回
路
と
し

て
少
し
ず
つ
認
識
さ
れ
て
き
て
お

り
、
最
近
で
は
宮
津
地
区
の
渋
滞

も
み
ら
れ
る
が
、
ど
う
思
っ
て
い

る
か
。

建
設
部
長　

市
と
し
て
は
当
面

建
設
す
る
複
合
施
設
等
も
念
頭
に

置
き
な
が
ら
、
地
域
計
画
と
整
合

し
た
道
路
整
備
や
現
道
の
交
通
渋

滞
解
消
方
策
等
を
総
合
的
に
考
慮

し
た
環
境
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

һٞ�ࢠԼɹণٶ

市営住宅の立て替え計画が無いのであれば早く水洗化を
公営住宅の方を率先して
やる必要はあると感じています

Ｑ
Ａ

ɹ݈�ٞһڮ∁

上天草市における交通渋滞について何らかの対策は
毎年、県の方にも要望書をあげているが、
抜本的対策はない

Ｑ
Ａ

ަࠩٶ˛

)26
年

)2�
年

)2�
年

)29
年

໔ূڐฦೲऀ
˞)29年は11月
まで

3� 49 �� 105

ނࣄऀྸߴ
ൃੜ݅
˞)29年は12月
11日まで

26 9 12 15

گͷӡసঢ়ऀྸߴͷࢢ˛
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津
留　

平
成
2�
年
度
の
上
天
草

市
の
国
民
健
康
保
険
の
現
状
は
。　

市
民
生
活
部
長　

被
保
険
者
数

8,
7
7
3
人
、
滞
納
者
数
は
現

年
度
分
で
3
3
8
人
、
滞
納
繰
越

分
5
1
2
人
で
合
計
8
5
0
世
帯
、

差
し
押
さ
え
件
数
6�
件
で
す
。

津
留　

国
民
保
険
制
度
は
ほ
か

の
国
に
類
を
見
な
い
素
晴
ら
し
い

制
度
で
有
難
い
制
度
だ
と
思
う
。

日
本
国
民
、
上
天
草
市
民
の
健
康

的
な
幸
せ
な
日
々
を
支
え
る
大
事

な
制
度
。
平
成
30
年
度
か
ら
広
域

化
の
制
度
に
移
行
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
こ
の
、
先
国
民
に
不

利
益
な
制
度
に
な
る
こ
と
だ
け
は

避
け
て
も
ら
い
た
い
。
詳
し
い
説

明
を
求
め
る
。

健
康
福
祉
部
長　

現
行
の
国
保

制
度
は
市
町
村
の
財
政
運
営
が
不

安
定
と
な
る
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い

ま
す
。
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

国
は
国
民
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
を
施
行
し
ま
し
た
。

改
革
の
柱
と
し
て
、
財
政
安
定
化

基
金
や
国
の
財
政
支
援
の
拡
充
、

平
成
30
年
度
か
ら
都
道
府
県
が
国

保
の
財
政
運
営
責
任
を
担
う
な
ど

中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
市
町
村

と
共
同
運
営
を
行
う
こ
と
で
国
保

財
政
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　

効
率
的
な
事
務
や
事
業
の
取
り

組
み
を
行
う
こ
と
で
持
続
可
能
な

国
保
制
度
の
最
後
の
と
り
で
で
す
。

津
留　

市
長
に
、
国
保
の
現
状

と
こ
れ
か
ら
の
市
の
取
り
組
み
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
見
解
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長　

国
保
の
運
営
規
模
が
県

単
位
に
な
っ
た
こ
と
は
決
し
て
悪

く
な
い
。
高
齢
化
は
進
む
に
し
ろ
、

で
き
る
だ
け
元
気
に
暮
ら
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
来
年
度
、
上
天
草

市
版
の
健
康
ポ
イ
ン
ト
の
創
設
に

向
け
て
事
務
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。

津
留　

保
険
料
を
一
円
で
も
上

げ
て
ほ
し
く
な
い
。
市
長
に
は

「
市
民
第
一
の
情
」
を
も
っ
て
お

考
え
い
た
だ
き
た
い
。

新
宅　

前
島
の
旧
ヤ
マ
ハ
跡
地

に
観
光
交
流
施
設
が
計
画
さ
れ
て

い
る
が
、
財
源
、
予
算
及
び
実
施

計
画
が
出
来
た
経
緯
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長　

観
光
交
流
施

設
の
本
体
工
事
が
4
億
3,
0
0
0

万
円
で
外
構
工
事
と
し
て

1
億
4,
0
0
0
万
円
を
見
込
ん

で
お
り
ま
す
。
財
源
と
し
て
は
、

主
に
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

と
合
併
特
例
債
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
建
築
の
専
門
家
や
民
間
委
員

を
含
む
審
査
会
に
お
い
て
審
査
し
、

委
託
し
た
も
の
で
す
。

新
宅　

当
初
は
、
地
中
海
風
に

開
発
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
た
が
、

真
っ
黒
な
建
物
で
周
囲
の
建
物
と

調
和
が
保
て
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。

又
、
指
定
管
理
料
は
発
生
し
な
い

の
か
。

総
務
企
画
部
長　

環
境
省
の
指

導
を
受
け
、
可
能
な
修
正
を
加
え

現
在
の
案
と
な
り
ま
し
た
。
基
本

的
に
は
指
定
管
理
料
は
支
払
わ
な

い
考
え
で
す
。

新
宅　

施
設
内
に
防
災
倉
庫
を

計
画
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

利
用
し
て
行
く
の
か
。

総
務
企
画
部
長　

交
付
率
の
高

い
交
付
金
を
獲
得
す
る
た
め
計
画

し
ま
し
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
に

使
用
す
る
道
具
類
を
保
管
す
る
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
宅　

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
、
レ
ン

タ
ル
サ
イ
ク
ル
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

が
体
験
で
き
る
事
に
な
っ
て
い
る

が
、
使
用
料
や
安
全
面
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
企
画
部
長　

指
定
管
理
者

と
協
議
の
上
、

料
金
設
定
さ

れ
、
安
全
を

図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

【
松
島
八
代
航
路
と

�

ク
ル
ー
ズ
船
に
つ
い
て
】

新
宅　

11
月
25
日
八
代
港
に
ク

ル
ー
ズ
船
専
用
岸
壁
が
着
工
し
ま

し
た
。
年
間
ク
ル
ー
ズ
船
が
�0
隻

以
上
来
る
。
こ
れ
を
機
に
松
島
八

代
航
路
を
復
活
で
き
な
い
か
。

市
長　

ク
ル
ー
ズ
船
の
乗
客
が
、

地
域
経
済
に
影
響
を
与
え
て
い
な

い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
モ
デ
ル
ツ

ア
ー
を
や
っ
て
上
天
草
市
に
高
評

価
を
得
た
と
こ
ろ
で
す
。
お
客
さ

ん
が
来
る
可
能
性
が
大
い
に
あ
る

と
い
う
事
で
、
対
応
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ཹɹٞ�ࢠһ

平成30年度から国保が広域化へ。その中身は
都道府県が国保の財政運営責任を担う

Ｑ
Ａ

৽ɹ༃ٞ�࢘һ

前島開発の指定管理料や運営は
管理料は支払わず利用料等で運営

Ｑ
Ａ
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何
川　

大
矢
野
町
環
状
西
一
号

線
、
大
手
原
か
ら
串
ま
で
の
区
間

は
道
路
拡
張
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
が
。

建
設
部
長　

大
手
原
区
か
ら
串

ま
で
の
区
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、

延
長
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
ご

ざ
い
ま
す
。
道
路
幅
員
は
狭
く
、

大
型
車
の
離
合
が
困
難
箇
所
も
あ

り
ま
す
。

何
川　

路
線
バ
ス
や
大
型
車
の

離
合
が
困
難
で
あ
る
。
カ
ー
ブ
で

見
通
し
が
大
変
悪
い
所
も
あ
り
、

中
間
あ
た
り
に
離
合
所
を
作
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
。

建
設
部
長　

先
日
改
め
て
現
状

を
把
握
し
た
と
こ
ろ
、
交
通
量
も

あ
る
こ
と
か
ら
離
合
箇
所
の
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
再
度
地
元
区

長
等
と
協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

何
川　

市
道
大
矢
野
中
地
区
江

後
か
ら
満
越
線
測
量
設
計
の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

場
所
は
何
処
な
の
か
。

建
設
部
長　

御
質
問
の
路
線
は

市
道
満
越
江
後
線
の
終
点
部
分
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
国
道
2
6
6
号

線
と
の
交
差
点
ま
で
の
区
間
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

平
成
2�
年
度
に
な
り
ま
し
て
、

事
業
推
進
可
能
と
の
情
報
を
い
た

だ
い
た
こ
と
か
ら
、
設
計
委
託
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

事
業
計
画
を
作
成
し
、
事
業
を

推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
川　

い
ず
れ
も
予
算
の
関
係

で
こ
れ
か
ら
だ
と
思
う
が
、
住
民

が
安
心
し
て
通
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
早
期
の
着
工
を
お
願
い
し

た
い
。

田
中　

上
天
草
市
の
設
置
状
況

及
び
県
並
び
に
全
国
の
状
況
に
つ

い
て
。
ま
た
、
国
の
基
準
は
。

教
育
部
長　

市
全
体
の
設
置
率

は
15
%
、
県
で
は
30
・
9
%
、
全

国
で
は
、
41
・
7
%
で
す
。
ま
た
、

教
室
等
の
環
境
に
係
る
学
校
環
境

衛
生
基
準
が
定
め
て
あ
り
、
教
室

内
の
温
度
は
10
度
以
上
30
度
以
下

で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
環
境
の

質
的
な
向
上
を
図
る
整
備
と
し
て
、

空
調
設
備
の
設
置
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

田
中　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
異

常
気
象
に
伴
い
気
温
の
上
昇
な
ど

に
よ
り
、
熱
中
症
や
学
力
や
運
動

力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
今
、
早

急
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
市
長
の
決
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

市
長　

来
年
度
、
実
施
設
計
を

計
上
し
て
、
31
・
32
年
度
の
計
画

に
つ
い
て
道
筋
を
つ
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
市
長
と
し
て
�
年
、

�

成
果
に
つ
い
て
】

田
中　

選
挙
公
約
に
掲
げ
た
5

つ
の
柱
の
達
成
度
に
つ
い
て
。

市
長　

信
用
が
非
常
に
失
墜
し

て
い
た
時
期
の
中
で
、
市
政
の
信

頼
回
復
、
将
来
を
見
据
え
た
行
財

政
改
革
、
教
育
環
境
の
向
上
と
子

育
て
支
援
、
そ
し
て
安
心
安
全
な

暮
ら
し
の
実
現
、
人
口
流
出
の
歯

止
め
に
、
今
後
も
様
々
な
意
見
を

お
聞
き
し
て
、
今
、
計
画
で
き
た

も
の
を
確
実
に
管
理
す
る
た
め
に

着
実
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
市
長
の
松
島
庁
舎

�

来
庁
に
つ
い
て
】

田
中　

2
庁
舎
方
式
の
中
、
松

島
庁
舎
来
庁
に
つ
い
て
。

市
長　

今
で
も
、
で
き
る
だ
け

松
島
庁
舎
で
来
客
を
受
け
た
り
と

か
や
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
な
か

な
か
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

が
非
常
に
難
し
い
で
す
。
た
だ
本

庁
舎
が
二
つ
と
い
う
事
で
や
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
松

島
庁
舎
に
行
け
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

田
中　

市
民
及
び
職
員
の
高
揚

の
た
め
に
も
定
期
的
に
来
庁
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

Կɹ�ٞһ

市道整備について
事故防止の観点から協議を
行ってまいります

Ｑ
Ａ

ాதɹୢ�ٞһ

小・中学校の空調設備の設置について
中学校は31年度、小学校は32年度
までに設置します

Ｑ
Ａ
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西
本　

下
水
道
事
業
は
旧
松
島

町
に
お
い
て
昭
和
50
年
度
に
事
業

着
工
し
、
平
成
4
年
4
月
供
用
開

始
か
ら
25
年
経
過
し
て
い
る
。
こ

の
間
、
事
業
計
画
区
域
の
整
備
に

取
り
組
ま
れ
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
に

整
備
が
完
了
さ
れ
て
い
る
が
、
本

市
の
下
水
道
事
業
運
営
は
汚
水
処

理
金
額
を
下
水
道
使
用
料
金
で
収

入
を
賄
う
こ
と
が
出
来
て
お
ら
ず
、

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
今
後
の
施
設
の
老

朽
化
に
伴
い
終
末
処
理
場
施
設
管

理
等
の
改
修
は
避
け
て
は
通
れ
な

い
。
支
出
増
が
見
込
ま
れ
る
中
、

経
営
基
盤
の
強
化
や
経
営
健
全
化

の
取
り
組
み
は
重
要
課
題
で
あ
る

と
思
う
が
、
下
水
道
事
業
の
概
要

に
つ
い
て
尋
ね
た
い
。

建
設
部
長　

下
水
道
計
画
区
域

1
8
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち

1
8
2
・
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
管
渠

等
の
整
備
を
終
え
て
お
り
、
整
備

率
に
し
ま
し
て
9�
%
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
下
水
道
加
入
状
況
に
つ

き
ま
し
て
は
、
阿
村
地
区
下
水
道

区
域
世
帯
数
7
8
1
戸
に
対
し
ま

し
て
、
加
入
世
帯
が
5
6
0
戸
、

率
に
し
ま
し
て
�1
・
7
%
、
合
津

地
区
下
水
道
区
域
内
世
帯
数

9
9
1
戸
に
対
し
ま
し
て
9
0
0

戸
、
率
に
し
て
約
90
・
8
%
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

全
体
で
戸
数
1,
7
7
2
戸
の

う
ち
1,
4
6
0
戸
の
加
入
と
な

り
、
約
�2
%
の
加
入
率
と
な
っ
て

い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

西
本　

整
備
率
は
、
9�
%
と
計

画
通
り
進
ん
で
い
る
が
、
下
水
道

加
入
率
が
�2
%
で
低
い
と
思
う
が

一
因
は
何
か
。

建
設
部
長　

下
水
道
未
加
入
世

帯
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
存
に
浄

化
槽
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

下
水
道
へ
の
接
続
に
伴
う
工
事
費

用
の
負
担
な
ど
が
課
題
と
し
て
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
い
た
し

ま
す
。

西
本　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
越
金

が
1
億
8,
2
4
2
万
7,
0
0
0

円
、
下
水
道
使
用
料
金
が

6,
0
0
0
万
円
で
数
字
を
見
る

と
先
が
見
え
な
い
状
況
だ
と
思
う

が
、
市
長
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

市
長　

下
水
道
事
業
そ
の
も
の

を
継
続
し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、

あ
る
程
度
の
負
担
は
仕
方
な
い
の

か
と
い
う
感
じ
が
し
て
お
り
ま
す
。

桑
原　

松
島
・
姫
戸
・
龍
ヶ
岳

に
お
い
て
当
面
の
大
き
な
課
題
は
、

八
代
天
草
架
橋
を
実
現
に
向
け
て

前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

県
南
の
発
展
は
こ
こ
に
か
か
っ
て

い
る
。
一
貫
し
て
質
問
し
て
い
る

の
は
、
県
に
働
き
か
け
る
手
前
の

段
階
を
行
う
意
思
が
あ
る
か
と
い

う
こ
と
だ
。

市
長　

推
進
し
て
行
こ
う
と
い

う
気
持
ち
は
同
じ
で
す
。
例
え
ば

一
つ
の
協
議
会
と
し
て
、
五
つ
の

団
体
が
連
携
し
て
、
陳
情
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う
と
い
っ
た
こ
と

は
や
ろ
う
と
思
っ
た
ら
で
き
ま
す
。

五
つ
の
団
体
を
構
成
す
る
方
々
の

意
見
は
あ
る
程
度
、
調
整
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

桑
原　

ま
ず
は
県
を
動
か
し
、

八
代
天
草
架
橋
実
現
に
向
け
て
、

私
は
市
長
に
率
先
し
て
旗
振
り
役

を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

八
代
と
の
組
織
再
編
の
中
で
、

議
会
も
一
体
と
し
て
な
ら
な
い
と

な
し
得
な
い
案
件
で
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
思
い
を
強
く
前
面
に
出
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
強
く
願
う
。

【
議
場
の
国
旗
・
市
旗
の

�

掲
揚
に
つ
い
て
】

桑
原　

議
会
運
営
委
員
会
で
、

福
岡
県
古
賀
市
と
う
き
は
市
に
研

修
に
行
っ
た
が
、
両
市
と
も
国

旗
・
市
旗
が
掲
揚
し
て
あ
り
、
議

場
に
入
れ
ば
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
が
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
議
会

に
参
加
し
た
学
生
よ
り
、
な
ぜ
議

場
に
は
国
旗
が
な
い
の
か
と
疑
問

が
あ
っ
た
。
市
長
は
議
場
に
国

旗
・
市
旗
が
掲
揚
さ
れ
て
い
な
い

の
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。

市
長　

私
は
掲
揚
し
て
い
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
予
算
も
絡
み

ま
す
が
、
議
会
の
判
断
が
出
れ
ば

速
や
か
に
予
算
を
計
上
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

桑
原　

異
論
が
あ
る
議
員
も
い

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
議
会
の
総

意
と
い
う
こ
と
で
納
得
し
て
も
ら

う
し
か
な
い
。
市
の
将
来
を
担
う

学
生
か
ら
議
場
に
国
旗
・
市
旗
が

な
い
の
は
と
指
摘
を
さ
れ
た
こ
と

を
私
た
ち
議
員
は
受
け
と
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
遅
き
に
失
す
る

前
に
、
こ
の
問
題
は
議
員
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

ຊɹًٞ�һ

下水道区域内世帯の加入率は
下水道加入率は82％です

Ｑ
Ａ

ɹઍ�ٞһݪ܂

議場に国旗・市旗が無い事はどう感じるか。
掲揚していいと思っています。

Ｑ
Ａ
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北
垣　

宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
代
や

交
通
費
の
領
収
書
は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長　

活
動
実
績
報
告
書

だ
け
で
、
領
収
書
添
付
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
調
査
票
と
し
て

領
収
書
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

北
垣　

閉
館
中
の
図
書
館
や
資

料
館
に
行
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
4
月
21
日
か
ら
福
岡
の
県
立

図
書
館
や
総
合
図
書
館
に
2
泊
3

日
で
キ
リ
シ
タ
ン
関
係
の
調
査
に

毎
週
行
っ
た
事
に
な
っ
て
い
る
。

1
6
0
4
年
砥
岐
組
（
姫
戸
・

龍
ヶ
岳
・
御
所
浦
・
倉
岳
）
の
大

庄
屋
藤
田
家
が
願
成
寺（
観
乗
寺
）

を
建
て
ら
れ
、
天
草
島
原
の
乱
は

1
6
3
7
年
で
、
砥
岐
組
は
参
加

し
て
い
な
い
。
任
命
さ
れ
て
か
ら

幾
ら
支
払
っ
た
の
か
。

教
育
部
長　

1
0
2
件
の
4
7
8

万
で
、
市
外
の
56
件
の
2
3
6
万

9,
3
2
4
円
を
調
査
中
で
す
。

【
初
期
消
火
対
策
】

北
垣　

消
火
栓
の
配
置
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

総
務
企
画
部
長　

大
矢
野
町

1
4
9
基
、
松
島
町
1
9
1
基
、

姫
戸
町
��
基
、
龍
ヶ
岳
町
56
基
で

す
。

【
少
子
高
齢
化
対
策
】

北
垣　

百
歳
以
上
の
方
は
何
人

い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

男
性
�
名
、

女
性
25
名
の
合
計
32
名
で
す
。

北
垣　

百
歳
以
上
に
な
ら
れ
た

方
の
御
祝
い
を
し
て
い
る
が
、
3

人
4
人
と
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
へ
の

支
援
も
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

次
世
代
の
方
々
、
お
子

さ
ん
を
出
産
さ
れ
た
方
へ
の
御
祝

い
も
確
か
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

【
漂
着
物
対
策
に
つ
い
て
】

北
垣　

平
成
20
年
�
月
30
日
東

京
で
海
ゴ
ミ
対
策
推
進
地
方
議
員

連
盟
を
設
立
し
た
。
自
民
党
の
漂

流
漂
着
物
対
策
特
別
委
員
長
の
加

藤
紘
一
先
生
に
は
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
。
予
算
は
ど
れ
ぐ
ら
い
来

て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長　

22
年
は
2
0
0

万
円
、
23
年
は
2
6
6
万
円
、
25

年
は
1,
1
6
2
万
円
、
2�
年
は

6
6
5
万
円
、
2�
年
は
4
2
6
万

円
で
す
。

田
中　

花
卉
栽
培
の
生
産
者
人

口
と
生
産
高
、
生
産
高
向
上
等
へ

の
市
が
行
う
支
援
策
、
花
卉
栽
培

が
地
域
に
も
た
ら
す
効
果
、
花
の

産
地
と
し
て
の
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
。

経
済
振
興
部
長　

平
成
2�
年
度

に
お
け
る
花
卉
生
産
者
数
が
6�
経

営
体
で
、
推
計
産
出
額
は

9
億
8,
0
0
0
万
円
で
す
。
支

援
策
と
し
て
低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ

ウ
ス
を
整
備
す
る
も
の
で
、
平
成

26
年
度
、
平
成
2�
年
度
に
4
経
営

体
に
、
事
業
費
1
億
1,
5
3
5

万
円
の
う
ち
補
助
金
と
し
ま
し
て

6,
8
4
9
万
円
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

田
中　

約
10
年
前
、
花
卉
栽
培

に
携
わ
る
人
が
�2
経
営
体
で
、
当

時

も

10

億

円

近

く

の

9
億
8,
0
0
0
万
円
を
上
げ
て

お
り
、
件
数
は
減
っ
た
が
生
産
高

は
10
年
前
、
15
年
前
と
変
わ
ら
な

い
。

　

生
産
者
の
経
営
努
力
、
安
定
的

な
経
営
を
行
っ
て
い
る
証
で
は
な

い
か
と
思
う
。

【
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
活
用
に
つ
い
て
】

田
中　

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
に
地

域
と
P
T
A
を
絡
め
て
植
樹
を
で

き
な
い
か
、
ま
た
、
10
年
後
を
目

指
し
て
北
部
農
道
の
頂
上
に
観
光

農
園
や
宮
津
公
園
に
花
時
計
を
つ

く
れ
な
い
か
。

市
長　

観
光
農
園
が
あ
っ
て
そ

の
季
節
に
1
面
に
花
が
咲
い
た
風

景
が
あ
る
と
い
ろ
ん
な
人
が
来
る

だ
ろ
う
な
と
想
像
し
ま
す
。
花
時

計
に
つ
い
て
は
や
り
た
い
と
い
う

声
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
そ
れ
だ
け

に
終
わ
ら
ず
、
複
合
的
に
花
の
産

地
を
P
R
し
て
、
や
は
り
観
光
誘

致
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
中　

こ
の
花
卉
栽
培
の
生
産

高
、
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
で
、

消
費
拡
大
に
も
つ
な
げ
、
雇
用
の

場
に
つ
な
が
る
。
次
の
ス
テ
ッ
プ

で
、
花
公
園
等
で
き
れ
ば
観
光
客

の
入
り
込
み
に
も
つ
な
が
る
と
思

う
。

֞ɹை�ٞһ

市史編さん委員のカラ出張に厳正なる処分を
はっきりすれば適切に対応したい

Ｑ
Ａ

ాதɹສཬ�ٞһ

十年後を目指して観光農園と花時計を
やりたいという声があればぜひ検討したい

Ｑ
Ａ
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嶋
元　

宮
津
地
区
の
施
設
間
の

連
携
に
つ
い
て
、
さ
ん
ぱ
ー
る
や

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
な
ど
人
の
動

き
が
あ
ま
り
な
い
よ
う
な
状
況
だ

が
、
今
後
に
つ
い
て
の
考
え
は
あ

る
か
。

総
務
企
画
部
長　

国
道
や
市
道

に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
て
い
る
課
題

も
あ
る
が
、
集
客
力
の
高
い
施
設

か
ら
他
の
施
設
に
誘
導
す
る
よ
う

な
連
携
策
、
エ
リ
ア
を
周
遊
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、

広
範
な
検
討
を
行
い
た
い
と
考
え

ま
す
。

嶋
元　
「
ス
パ
・
タ
ラ
ソ
天
草
」

補
修
長
期
化
の
要
因
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　

施
設
運
営
を

指
定
管
理
者
任
せ
に
し
て
い
た
部

分
も
多
く
、
詳
細
な
チ
ェ
ッ
ク
体

制
が
不
十
分
だ
っ
た
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
海
水
利
用
や
高

所
に
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

不
具
合
が
発
生
し
や
す
い
状
況
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
経
営
が
厳
し
い

面
も
あ
っ
て
、
多
少
の
不
具
合
を

認
識
し
つ
つ
も
営
業
を
優
先
す
る

管
理
運
営
が
な
さ
れ
て
き
た
事
な

ど
が
、
故
障
が
相
次
い
だ
要
因
と

考
え
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
点
を
反

省
し
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
再
考
し
、

改
修
費
用
等
の
削
減
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
ま
す
。

【
漁
港
、
港
湾
の
浚
渫
に
つ
い
て
】

嶋
元　

定
期
的
に
浚
渫
が
必
要

な
港
湾
が
市
内
各
地
に
あ
る
よ
う

に
思
う
が
、
今
後
の
計
画
に
つ
い

て
優
先
順
位
等
は
あ
る
の
か
。

経
済
振
興
部
長　

漁
港
に
つ
い

て
は
2�
年
度
か
ら
機
能
保
全
計
画

の
策
定
時
に
航
路
及
び
泊
地
の
水

深
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
港
湾

施
設
に
関
し
て
は
30
年
度
か
ら
維

持
管
理
計
画
の
見
直
し
に
伴
い
水

深
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

水
深
調
査
実
施
後
、
計
画
水
域
が

維
持
さ
れ
て
い
な
い
港
で
海
上
事

故
の
危
険
性
が
あ
る
港
か
ら
、
順

次
浚
渫
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

島
田　

介
護
職
の
不
足
で
今
、

介
護
施
設
で
は
苦
慮
し
て
い
る
。

介
護
職
員
研
修
受
講
支
援
事
業
を

提
案
し
た
い
。
第
�
期
介
護
保
険

計
画
で
は
介
護
人
材
の
確
保
、
資

質
の
向
上
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

な
計
画
で
臨
ま
れ
る
の
か
。

市
長　

委
員
会
で
御
検
討
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
材
不

足
は
非
常
に
大
き
な
問
題
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
相
当
苦
労
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。
上
天
草
高
校
と

の
連
携
も
含
め
て
、
人
材
確
保
、

人
材
育
成
に
つ
い
て
は
計
画
に
入

れ
る
か
入
れ
な
い
か
以
前
の
問
題

と
し
て
、
上
天
草
市
の
将
来
の
人

材
育
成
と
い
う
意
味
か
ら
し
て
も

必
要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

島
田　

誰
で
も
介
護
の
お
世
話

に
な
る
時
が
必
ず
や
っ
て
く
る
。

親
は
家
族
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な

い
か
ら
施
設
に
お
世
話
に
な
り
た

い
と
、
家
族
は
親
の
た
め
に
サ
ー

ビ
ス
の
良
い
施
設
に
入
所
さ
せ
た

い
と
、
で
も
待
機
者
が
多
く
て
入

所
し
た
い
と
き
に
で
き
な
い
。
入

所
が
で
き
た
と
し
て
も
毎
月
十
数

万
円
の
負
担
が
発
生
し
て
、
世
帯

に
よ
っ
て
は
日
々
の
生
活
が
厳
し

く
な
っ
て
く
る
。
介
護
保
険
は
介

護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
と

し
て
法
制
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
は
在
宅
介
護
へ
方
向
転
換
し

な
が
ら
家
族
給
付
は
認
め
な
い
。

本
当
は
誰
で
も
住
み
慣
れ
た
我
が

家
で
最
後
ま
で
家
族
と
暮
ら
し
た

い
。
上
天
草
市
と
し
て
特
色
あ
る

在
宅
介
護
支
援
策
に
取
り
組
む
考

え
は
な
い
か
。

市
長　

介
護
保
険
に
関
係
な
く

や
れ
ば
施
策
と
し
て
出
来
る
部
分

で
あ
り
ま
す
の
で
、
民
間
の
供
給

が
可
能
で
あ
れ
ば
施
設
と
の
競
合

も
あ
り
ま
す
の
で
そ
の
辺
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
り
方
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
経
費
の
問
題
で
施

設
に
入
り
た
く
て
も
入
れ
な
い
方

は
出
て
く
る
可
能
性
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
十
分
な
ケ
ア
を
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

島
田　

早
急
に
検
討
さ
れ
、
第

�
期
介
護
計
画
に
反
映
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

һٞ�࢘ɹलݩౢ

宮津地区開発について、市長の構想は
将来を見据え、エリア拡大も考えたい

Ｑ
Ａ
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介護人材の確保及び資質の向上は
介護受講支援及び家族介護支援で

Ｑ
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編
集
後
記

　

昨
年
は
猛
暑
が
過
ぎ
れ
ば
、
例
年
に
増
し

て
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
ま
し
た
が
皆
様
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
4
月
の
改
選
で

初
め
て
市
議
会
議
員
に
な
り
、
ま
す
ま
す
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
て
お
り
ま
す
。

　

12
月
定
例
会
で
市
内
小
中
学
校
の
空
調
設

備
設
置
基
本
設
計
業
務
委
託
料
が
計
上
さ
れ
、

2
年
後
に
は
市
内
全
校
に
空
調
設
備
の
設
置

が
完
了
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
地
域
の
宝

で
あ
る
児
童
生
徒
が
快
適
な
環
境
の
中
で
今

ま
で
以
上
に
学
業
に
励
ん
で
く
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
上
天
草
市
は
高
齢
者
人
口
の
変

動
は
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
で
あ
る
が
、
若
年
層

の
人
口
減
少
が
激
し
く
、
地
域
の
高
齢
化
が

急
速
に
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ
り
、
少
子
化

対
策
に
加
え
、
高
齢
者
対
策
も
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
議
員
と
し
て
こ
れ
ら
の
課

題
に
真
剣
に
取
り
組
む
責
任
感
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。
初
め
て
編
集
後
記
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
、
戸
惑
い
の
中
に
作
成
し
ま
し

た
。
今
後
も
皆
様
の
御
指
導
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。�

（
木
下　

文
宣
）

上
天
草
市
議
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　

委 

員 

長　

津
留　

和
子

　
　
　

副
委
員
長　

北
垣　
　

潮

　
　
　

委　
　

員　

木
下　

文
宣

　
　
　
　
　
　
　
　

何
川　
　

誠

　
　
　
　
　
　
　
　

小
西　

涼
司

　
　
　
　
　
　
　
　

桑
原　

千
知

次の定例議会は ２月２６日開会です ぜひ傍聴にお越しください
詳しくは議会事務局へ　0964-26-5536

　姫戸の石灰窯は、寛政年間に肥やし石灰焼き窯が設けられて始まったと
推測されています。明治時代には麦わら葺きの石灰窯がいくつも点在し、
町の主な産業として発展していました。この石灰窯はトロッコに積まれた
石灰石を石炭で焼き、「生石灰」を製造。これを船に積み込み、八代はも
ちろん遠くは長崎、福岡にも送っていました。当時は石灰を小屋に保管し
ていたため火災が頻繁に起きていたそうです。現在も地域の人たちが窯の
周囲の草刈りを行っていて、姫浦と二間戸に原型をとどめたままの石灰窯
とその一部が存在しています。

ひかりの園、忘年会の様子です。
皆さん笑顔が素敵ですね。

まちを歩いて…
姫戸町

石
ひ ゃ が ま

灰窯

　大矢野町維和にある十九社
宮で伝統の奉納相撲がありま
した。地元の小中高生20人
の熱気あふれる取り組みに多
くの住民が声援を送りました。
毎年旧暦の11月29日に開か
れており、約200年の歴史
があります。境内には新たに
土を固めた土俵が設けられ体
操服にまわし姿の子どもたち
が熱戦を繰り広げました。好
勝負の連続に「がんばれ」と
いう声があちこちに飛び、く
まモンも駆けつけ会場を盛り
あげていました。

表紙の写真

笑顔
が

笑顔
が
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